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Evaluation System of Educational Achievement Level with Use of Cellular Phone 
 —Attendance  Control , Faculty Evaluation, and Term Paper Submission Control  System—
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 The system composed of attendance control, faculty evaluation and term paper submission 

control is constructed by means of the WEB technology of CGI and  Pert The system is applicable 

on cellular phone in order to supply the user's environment independent of network infrastructures. 

Moreover, we perform system evaluations by  students who had been making use of the system in 

each of three kinds of lectures. It is found that most of our purposes are achieved.

Key  Words  : Cellular Phone, WEB System, User's Environment Independent, Attendance Control, 

         Faculty Evaluation, Term Paper Submission Control

1.緒 言

近年,ネ ッ トワークの急速 な普及 に伴 い,ネ ッ ト

バ ンキ ングやネ ッ トワー クシ ョッピング といった,

WEBシ ス テムを利用 したビジネスが急速 に普及 し

つつある.ま た,PDA〈PersonalDigitalAssistant)や

携帯電話 といった携帯 情報端 末か らも利用 可能 なネ

ッ トワー クビジネスサ イ トが増加 しつつある.若 者

の間では,電 子メール も今や計算機 か ら行 うもので

はな く,携 帯電話か ら行 うことが一般的である.

このよ うな゚状況を考 え,我 々は,携 帯情報端末 の

利用の手軽 さを利用 した,『教育支援 システムの開発

の可能性を検 討する.こ れ まで も,計 算機 やネ ッ ト

ワー クを利用 した多難の授業支援 シスTム が研究 開

発 されている圃.ま た,福 井大学 ・工学部で も,機

械 工学科の本 田らが 中心 とな って,,教 育COEを 目

標 とした,「JIBUN探 求支援 プログラム」 とい う考

えの実現 を目揖 し,研 究開発を行 っている.こ れ も,

事知 能 シ ス テ ム 工 学 科
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ネットワークを利用したものである.し かしながち,

計算機からWEBブ ラウザ利用のみを想定すると,

当然計算機のある環境下での利用に制限されてしま

う.そ のため乳通常講義は講義室で行われる奉め,

計算機の利用は不可能となる.但 し,福 井大学 ・総

合研究棟1の 総合大 ゴ及び総合大2と いった講

義室では,DHCPServerが 導入されており,ノ ー ト

型計算機等を持参 し利用すれば,'WEBブ ラウザの

利用が可能となる.し かしながら,講 義や演習等で

利用するためには,同 じ環境下で構築 された計算機

を利用することが望ましい.そ のためには,学 生全

員に指定の計算機を購入してもらう必要が生じる.
一方

,携 帯電話は急速に普及し,特 に大学生にお

ける携帯電話の普及率は98%に のぼるとさえいわ

れている、実際,こ れまでも,講 義の中で,携 帯電

話を用いた電子メールによる出席確認を実施 してき

ていたが,携 帯電話を所有してbな いため利用でき、

ないといつような学生は見受けられなかった.む し

ろ,げ 部学生からは,こ のような方法による出席確

認は,手 軽で好評であった.'

そこで,本 研究では,携 帯電話から利用すること

を前提とした,教 育到達度評価システム:を研究開発
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することを目的 とする.特 に,そ の中でも,教 授者

側の視点に立ち,教 授者の負担を軽減する形でこの

ような評価を実施可能 とするようなシステムを構築

することを主な 目的 とす る.そ こでまず,

1.出 席管理 システ ム

2.授 業評価 システ ム

3.レ ポー ト提 出管理 システ ム

とい うようなシステムを構築 した.い ずれのシステ

ムも,利 用者は携帯電話,及 び携帯情報端末もしく

は計算機のWEBブ ラウザか ら利用することが可

能である.ま た,こ のシステムを管理す る側は,WEB

ブラウザを用いて管理 しデ._._タ収集をおこな うこと

が可能である.更 に,シ ステムの評価実験として,

実際に福井大学での3種 類の講義の中で約3ヶ 月

程利用 してもらい,実 際に利用 した学生に対 してシ

ステムの評価アンケー トを実施 した.そ して,得 ら

れた結果についての考察を与える.

2.教 育到達度支援システム構築

2.1シ ステム構築の方針

各システムを構築する際,出 来るだけ用いる端末

に依存 しない柔軟なWEBシ ステム とすることを

第一のシステムを構築す る際の必須要件 とする.特

に,携 帯電話か ら利用可能であることが必須要件で

ある.そ して,出 席管理,授 業評価及び レポー ト提

出管理の各システムで出力 され る記録データは,統

合 したデータベースに保存 される.つ まり,各 々の

システムを統合するためのメインシステムが必要で

ある.このように,デ ータベースを共有することで,

出席状況の記録,授 業評価の結果,提 出されたレポ
ー ト及び提出者 リス トなどのデータを一元管理でき

る.そ の際,複 数の受講生が本システムを同時に利

用可能とするために,同 時アクセス,デ ータベース

への同時処理を実現す る必要がる.更 に,端 末依存

性を出来 るだけな くす るためには,EUC,JIS,

Shift-JISと いった文字 コー ド依存性 を考慮する必
し

要が ある.

以下 に,1.授 業評価 システム,2.出 席管理 システ

ム,及 び3.レ ポー ト提 出管理 システ ムに分 けて,

更 に利用者側及 び管理者側 か らの必須要件 にわ け,

システ ムの構築方針 を与 える.そ の際,い ずれの シ

ステ ムも,(1)利 用者で ある学習者 と(2)シ ステム

によって得 られ たデー タを管理(処 理)す る教師(管

理者)に よって,シ ステ ムに要求 され る必須要件 は

異な る.そ のため,各 々 の場合 に分 けて,要 求 され

る機能を以下で検討す る.

2.1.1出 席管理 システム

学生 は,携 帯 電話 か らこの システ ムを利用 して,

授業の開始 時のある時間内に,そ の講義へ出席 した

こ とを登録す る.そ のた め,以 下 のよ うな機能が必

要 となる と考え られ る.

・

●

●

●

個人認証.

出席登録.

出席登録が正 しく行われたことの確認.

これまでの出席状況確認(必 ず しも必要ではな

いと思われるが,学 生からは強い要望).

一方 ,教 師はこのシステムを主に計算機等から利

用 し,学 生の出席状況を管理す る.そ の際,必 要 と

なる機能 を以下に与える.

・

・

・

・

・

・

・

そ の 日の各学 生 の 出席状 況及 び これ までの 出

席状 況一覧表示.

学生デー タの新規 一括 登録.

各学生デー タの追加,削 除,修 正.

他の ソフ ト(エ クセル等)で 統計処理等を行 う

こ とを可能 とす るため,デ ー タを様 々な形 式

(csv,t.SV,xm1)で エ クスポー ト可能であ るこ

と.

パ ス ワー ドに よ る認 証,及 びパ ス ワー ドの一

括 ・学生毎の登録.こ れ は,携 帯電話 よ り学生

が利用す るこ とを前提 と してい るた め,家 か ら

で も利用可能 であ る.そ こで,毎 回授業開始時

に異 なるパ スワー ド発 表 し,そ のパ スワー ドを

入 力 しな い と本 システ ム を利 用 出来 な くす る

こ とで,こ の問題 を解決で きるのでは と考 えた.

出席登録 可能時 間の設 定.こ れ は,授 業への遅

刻す る者 を減 らす こと,及 び上 の不正 出席登録

を しに くくす る ことをね らい としてい る.

出席処理 を行 った時間及 びIPア ドレスなの ど

接続元情報表示.こ れ も,学 生の不正 出席登録

をチ ェ ック し予 防す るた めの もので ある.

2.1.2授 業評価システム

授業評価システムは,授 業の終了時に,そ の 日の

講義内容,教 授方法について,個 々の学生が本シス

テムを用いて,各 項 目について評価を行 うもの とす

る.ま た,単 なる項 目毎に単一に評価を実施するだ

けでなく,学 生の声をより反映できるようにするた

めに,自 由な意見や質問をできるよ うにする.ま た,

それに対する教師側か らの意見や回答を記述可能に
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す ることで,双 方向の情報 のや り取 りが可能 とな る

と考 える.そ こで,WEB掲 示板 の よ うな機 能が望

まれ る. ㎞
以上の点を踏まえ,学 生側にとって以下のような

機能が必要となると考えられる.

・

・

・

曽●

授業評価項目の評価値入力を容易にする.

評価項目の確認,訂 正.

実際の評価結果表示(必 ず しも必要ではないが,

学生に実際に評価に参加 してい ることを意識

させ るには重要 と考える).

自由な意見や質問を記述可能であること.

濫
譲臨

C面 脚ロ

in徴 血㏄Faailtyc⑱皿

冒brF璽d皿Ψ

馳鵬㎞1顕 ㎜(諭 司

A轍R嗣bロ 紺αn
System

Loじu鵬 鯉 ㎎don

Sytteas D瓢 ㎞e

一方
,教師 は このシステ ムの管理者 となるのだが,

各 自の 目的に応 じてデー タを処理す るこ とを可能 と

す るためのシステムであ る.そ のた め,以 下 のよ う

な機 能が必要 とな ると考 え られ る.

・

・

・

・

i

・

2.1.3

レポー ト管理 システ ムでは,学 生は本 システムを

用 いて与 え られ た課題 レポー トを提 出す る.そ の際,

以下のよ うな機能が必要 となる と考え られ る.

評価項 目及びその評価段階数(点 数)の 設定,

修正,削 除.

評価結果の統計処理(平 均,分 散等).

評価結果のグラフィカル表示.

評価結果友び統計処理結果デー タを様 々な形

式(csv,tsv,xm1)で エクスポー ト可能である

こと.

個 人認証(必 ず しも必要ではないが,評 価に積

極的に参加す る意思があるか どうかを知 るこ

とができる.そ の意味で,各 個人がどのよ うな

評価であったかまでは分かる必要はない)。

自由な意見や質問の記述へ対する回答を記述

可能であること.

レポー ト提出管理システム

● 個人認証.

● レポー ト本文やその他添付書類(プ ログラムや

実験データ等)と いった複数の書類を提出可能

である.

● 提出データの確認.

● 提出データの変更及び削除.

一方教師 は ,こ のシステム を利用 して,提 出 され

た レポー トの管理及 び提出者 リス トデー タの処理 を

行 う.そ の際,以 下の よ うな機能が必要 となる と考

え られ る.

ReportA血 血 惣冒豊Uo鵬

蹄 憶ロ

図1本 システムの全体構成

● 各課題及び トー タルで の提 出状況表示.

● 提出 日時 の表示.

● 提 出内容表示.

● 提 出状況 のデー タを様 々な形式(csv,tsv,xm1)

でエ クスポー ト可能 であ ること.

2.2シ ステ ムの設計 と実装

前節 で述べ た設計方針及 び各 システムに要求 され

る機能 をCGI及 びPer1を 用 いてWEBサ ーバ上に実

装 した.WWWサ ーバ はapacheを,SMTPサ ーバ は

qmailが 用 い られ て お り,そ れ ら はDebian

GNUILinuxに よる一つ のサーバ 上に構築 され ている.

図1に 実 際に実装 したシステム全 体の構成 を与 え

る.本 システムには,出 席管理 システ ム(Attendance

RegistrationSystem),授 業評 価 シ ステ ム(Faculty

EvaluationSystem),及 び レポー ト提出管理システム

(TermPaperAdministrationSystem)か らなる.そ し

て,各 々のシステムのデー タは,共 通のデー タベー

ス(Ddatabase)で 一元管理 され る.学 生(Leamers)

及 び教師(Faculty)は,そ れぞれ専用の異な るイ ン

タフェイスか ら本システ云 を利用す る.

以下に,各 々のシステ ムの構成 とその実装例を,

システム毎に与 える.

2.2.1噛 出席管理 システ ム

作成 した出席管理 システ ムの構成 を図2に 与 える.

学 生 は,学 生 用 の イ ン タ フ ェイ ス(Interfacefor

Learners)を 携帯 電話 か ら操作す るこ とで,本 システ

ムが利 用可能 となる.そ の際,学 生番 号(LeamersID)

と パ ス ワ ー ド を 入 力 す る こ と で,認 証 部

(Authentication)で 認 証 を行 う.認 証 に成功 し,か

っ制限時間内 の場合 に限 り,AttendanceDataに 出席

登録 を行 う.そ して,ResultofAuthenticationに よ り,

出席登録 が実施 され た場合 は登録処理 を行 った こと,

実施 され なかった場合 はその ことを,学 生に提示す

る.LeamersDataに は,各 学生の学生番号,Class

Dadaに はそ の 日の講義 毎のパ スワ._._ドが登録 され

てお り,認 証を行 う際に これ らのデャ タを利 用す る.
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図2出 席管理システム構成 図5授 業評価システム構成
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図4出 席管理システムの教師用インタフェイス

一方 ,教 師は,教 師用イ ンタフェイ ス(lnterfacefor

Teacher)を 用い て}2.1.1節 で述べた各種機能 を利用

す るこ とが出来 る.

図3に,実 際 に作成 した,携 帯電話 か ら利用 した

場合での,出 席管理 システ ムの学 生用イ ンタフ ェイ

スの使 用例 を与 え る.学 生用 イ ン タフ ェイ ス は,

WEBブ ラウザ を利 用す る場合の ものも作成 した.更

に,図4に,実 際に作成 した出席管理システムの教

師用イ ンタフェイスの使用例を与える.現 在のとこ

ろ,教 師用インタフェイスは携帯電話からも表示す

ることは可能であるが,利 用可能な全ての機能を利

用することは出来ない.

2.2。2授 業評価 システ ム

作成 した出席管理 システ ムの構成 を図5に 与 える.

学 生 は,学 生 用 の イ ン タ フ ェイ ス(lnte血cefor

Learners)を 携 帯電話か ら操作す るこ とで,授 業評価

を行 え る.各 評 価 項 目の評 価 結 果 をInterfaceof

ClassEvaluationを 用 いて入力す るこ とによって,評

価結果 がEvaluationResultを 介 してEvaluationData

に保存 され る.一 方,教 師は,教 師用イ ンタフェイ

ス(lnterfaceforTeacher)を 用いて,2.1.2節 で述べ

た各種機 能を利 用す るこ とが 出来 る.特 に,学 生が

自由記 述 した内容に対 し,QuestionnairesDataへ 回答

を登録 す ることで,Questionnaireを 介 して質問 に対

す る回答 を与 えるこ とが可能 である.

図6に,実 際に作成 した,携 帯電話 か ら利用 した

場合での,出 授 業評価 システ ムの学生用イ ンタフェ
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イスの使用例 を与 える.こ のシステム も,学 生用イ

ンタフェイ スは,WEBブ ラウザか らで も利用可能で

ある.更 に,図7 .に,実 際に作成 した授 業システ み

の教師用イ ンタフェイ スの使用例を与え る.こ のシ

ステムは,教 師用イ ンタフェイスは携 帯電話か ら利

用す ることも可能で ある。

2.2.3レ ポ ー ト提 出 管 理 シ ス テ ム

作 成 し た 出 席 管 理 シ ス テ ム の 構 成 を 図8に 与 え る.

学 生 はs'学 生 用 の イ ン タ フ ェ イ ス(Inte血cefor

Leamers)をWEBブ ラ ウ ザ か ら操 作 す る こ と で,レ

、ポ ー ト提 出 を 行 え る.InterfaceofTenderforReportを

用 い 提 出 レ ポ ー ト(レ ポ ー ト本 文 や そ の 他 の 添 付 書

類)及 び 学 生 情 報 を 入 力 す る こ こ で,ReportDataを

介 して,学 生 情 報 はPresentDataに,提 出 レポ ー ト

はReceivingDataに 保 存 され る.、一 方,教 師 は,教

師 用 イ ン タ フ ェ イ ス(lnterfaceforTeacher)を 用 い て,

2.1.3節 で 述 べ た 各 種 機 能 を 利 用 す る こ とが 出 来 る.

特 に,イ ン タ フ ェ イ スEditingforTheme.ofReportを

用 い る こ とで,レ ポ ー ト課 魑 内 容 や 提 出 期 限 等 を 本

図10レ ポー ト提出管理システ ムの教師用

インタフェイ ス

システムに登録す るこ とが可能であ る.

図9に,実 際 に作成 した,WEBブ ラ ウザか ら利用

した,,レ ポー ト提 出管理 システ ムの学生用イ ンタフ

ェイスの使 用例 を与 える.更 に,図10に,実 際に作

成 した レポー ト提 出管理 システ ムの教師用イ ンタフ

ェイスの使用例を与える.い ずれのイ ンタフェ'イス

とも携帯電話か らの利用 も可能で あるが,特 に学生

が レポー トを携 帯電話 か ら提 出す ることは,現 状 で

は携帯電話の性能 か ら考えて も不可能であ ると考 え

られ るので,本 質的には必要 な機能ではない.

3.提 案システムの運用 と評価実験

作成 したシステムを実際に,福 井大学の知能シス

テム工学科の表1に 示す3種 類の講義で,約3ヶ 月

間試験的に運用 し,利 用してもらった.但 し,'ロボ

ッ トビジョン及びマルチメディアの講義では,3回

程パ ソゴンの利用可能な計算機演習室で講義を行っ
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表p実 施 した評価実験対象

講義間圓 学年 受講生数 開講時限

電磁気学演習1年

ロポットピジョン2年

マルチメディア3年

781

691

62b

ている.使 用 開始 当初 は,出 席管理 システム及 び授

業評価 システムにお いて,携 帯の機種(主 に,ボ ー、

ダフォン及びAU)に よっては文字化 けのため,学 生

用 のイ ンタフェイ ス(lnterfacefbrLeamers)を 利用

出来 ない とい う トラブルが発 生 した.こ れ は,シ ス

テ ムの文字 コー ドをShift-YgSに 統一す ることで解 決

す る ことが出来た.同 様 に,レ ポー ト提 出管理 シス

テ ムにおいて も,一 部 のWEBブ ラ ウザ(主 に,古

いバー ジ ョンのMozilla)で は,一 部 文字化 け して利

用 出来 ない とい う トラブル が発生 した.こ の問題 も,

使用 している文字 コー ドをHTML言 語で 明に指 定す

るこ とで解決で きた.ま た,授 業評価 システムでは,

ボー ダフォンのみ評価 結果 を表示 す るこ とが出来 な

い もの もあった.こ れ は,通 信 デー タサイ ズの制 限

の ため,現 状では改善す るこ とは出来 ない.

特に重要な こ とは,本 システムを用 いるこ とに よ

り,教 師がデー タ処理 に要す る労力 を大幅 に軽減す

るこ とが出来た.具 体 的には,出 席管理 システ ムに

よって,各 学生 の出席 状況 のデー タを電子化す るた

めに要す る時間.更 には,作 成 された電子デー タを

も とに,出 席点 を容易 に定量す るこ とが 出来,そ の

結果 を加味 して成績 を半 自動 的に判定す る ことが可

能 とな った.授 業評価 システム を運用す る ことに よ

って,評 価デー タを容易 に電子化 す るこ とが 出来 る

ため,そ の統計処理 に要す る時間 を大幅 に軽減す る

ことが 出来た.ま た,科 目毎 に9評 価 内容 を変 えて

評価 す ることも容易 となった.レ ポー ト提 出管理 シ

ステム を運用す ることによって,最 も大 きな効果 は,

著者 の一人の携帯電話 のパ ケ ッ ト通信 料金 を大幅 に

削減す るこ とが出来た ことであ る.こ れまで は,所

在地に依存す るこ とな くレポー ト提 出 を含 めて様 々

な情報 を確認 す るた めに,メ ール を携 帯電話 にも転

送 していたか らで ある.つ ま り,プ ログラム等 を含

め ると全ての学生か らの レポー トは膨 大 なデー タ量

とな り,そ のため携帯電話 のパ ケ ッ ト通信量 も膨大

となっていた.し か し,本 システ ムを運用す るこ と

に よ り,WEBブ ラウザを用いて本 システ ムにアクセ

スす ることに よ り,所 在地 に依存せず に レポー トの

提 出状況及びその内容 を確認す る ことが可能 とな っ

た.更 に,提 出者の情報 を容易 に電子 化 しエ クセル

等で統計処理を行 えるよ うになった.

また,評 価 実験 と して,表1に 示す全ての講義で

学生 に対 し各 システ ムの評価 ア ンケー トを実施 した.

ア ンケー トの内容 は,各 質 問項 目に対 し,得 点化 し

て もら うもの と,質 問 内容 につ いて 自由記述 して も

ら う,2種 類で ある.以 下に,各 システム に対す る

興味深 い回答例 を与 え る.但 し,レ ポー ト提 出管理

システ ムについて の評価 実験 は,マ ルチ メデ ィアの

受講生のみに対 して行 った.

3。1出 席管理システムの評価結果

質問項 目00「提案システム,そ の他の電子的な方

法。口頭での確認方法,受 講者名簿に各 自署名を

行 う方法の4方 法について,1番 良い と思 う方法

を順 に挙げる」

この回答について,一 番 良い ものを4点,2番 目

を3点,3番 目を2点,及 び 最後 を1点 として評価

した結果以下の よ うな順位 となった(有 効 回答125

名).

-

り
乙

nδ

4

提 案システム:2.81点(平 均)

受 講者名 簿に各 自署名:2.75点

口頭での確認 方法:2.62点

その他 の電子的 な方法:2.02点

中には,「 画期的な システ ム」や 「全 ての講義 で統

合 したシステム と して一括管理 して欲 しい」 な どの

意 見 もあった.し か し,「 携帯での 出席処理 はや めて

欲 しい」 とい う9消 極的 な意見 もあった.

質問項 目:「現在のシステムでは,出 席確認 に時

間制限がある。これについてどう思 うか?(授 業に

遅刻 しないための動機付けになっているか?)」

これは,本 システム開発の一人の担当講義が一講

目であったため9遅 刻者が非常に 目立ち,何 とかこ

れを減 らす ことが出来ないかとい う考えからである.

実際に,授 業開始時に出席を行 うようにすると遅刻

者が余 り目立たなくなった.そ こで,本 システム本

システム開発当初から,出 席登録に時に時間制限を

設けることが可能なように し,実際運用する際には,

8時40分 か ら9時10分 の間のみ,本 システムによ

る出席登録が可能なように設定 した,教 師の視点か

らは,や はりこのような方法を導入前と後では遅刻

者の数には明確に差があるように思えた.実 際,ア

ンケ..__トの結果 も以下のよ うであった(有 効回答

129名).
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● 遅刻 の防止 になってい る:71名(全 体の約55%)

● 効果 な し:20名(約15.5%)

● 良 い:12名(全 体 の 約44.4%)

● 悪 い:6名(約22.2%)

しか し,中 には 「遅刻 しそ うな場合 には,逆 に講

義 に出 る気が しな くなった」 と言 うよ うな,逆 効果

の意見 もあった。つ ま り,出 席率向上には,本 質的

には講義の内容や教師 の質が重要で あることを示唆

する.

3.2授 業評価システムの評価結果

質問項目:「授業評価を短い周期で実施すること

についてどう思 うか」(有 効回答127名)

● 望ま しい:36名(全 体 の約28。3%)

● 望ま しく・ない:34名(約26.8%)

このような結果の主な意見として,「WEBブ ラウ

ザの種類及びOSに より文字化けが解消できない」,

「ヌールで提出するほうが良い」 とい うような反対

意見もあった.文 字化けの問題は,前 述のように現

在では解決 しているため問題ないと思われる.メ ー'

ルによる提出は,対 象学生が2年 時には担当講義の

レポー トを全てメールで提出させていたため;こ の

方法に対する慣れが考えられる.現 在の2年 生に対

して同様のアンケー トを3年 次終了時に実施 した場

合にどのような結果となるかが興味深い.

4。 結 言

この よ うな結果 の主 な意見 として,「 意見 ・要望

が伝わ りや すい」,「 講義 の改善 の動機付 け」,と

言 った ものに対 し,「 毎回は面倒」,「 講義の内容

や 質 には変化はないだろ う」,と 言 った,相 反す る

意見 となっていた.つ ま り,学 生へ結果 を如何 にフ

ィー ドバ ックす るかが,こ の よ うな評価 を学生 に真

剣 に行って もらうための鍵で あると思われ る.

質 問項 目:「 自由記述欄 の設置」(有 効 回答128

名)

● 必要 ・望ま しい:40名(全 体の約31.3%)

● 不要 ・望ま しくない:31名(約24.2%)

この ような結果 の主 な意見 として,「 言い にくい

質問で も伝 えやす い」1「 忙 しいな ど時間的制約が

ない」,「 手軽 に利用 できる」,「 直接 聞きに行 け

ば 良い」 と言 った ものであった.こ れ らの意 見は,

教師が如何 に学生に質問 しやす い雰 囲気 を作 る努力

をす ることで改善出来 るものであ り,本 システムの

「自由記述欄の設置」 と言 う機 能は,本 質的には重

要 でないよ うに思 える.し か し,そ の中で も特に注

目すべ き意見 は,「 自分には必要ないが,必 要な人

もい ると思 う」で ある.こ れは,ど んなに教師が努

力 をしても,質 問で きない学生がい るこ とを暗に示

唆 している.そ の意味 で,こ の機能は この よ うな一

部の学生に とっては重要 な機能 とな り得 る と考 える。

3.3レ ポー ト提出管理システムの評価結果

質問項目:「提案システムのようにWEBブ ラウザ

上でレポー トを提出す るシステムについてどう思

うか」(有 効回答27名)

本論文では,携 帯電話から利用可能であることを

前提 とした,そ して教師の視点に立ち教師の作業削

減を目的とした,出 席管理システム,授 業評価シス

テム,レ ポー ト提出管理システム,と 言った3種 類

のシステムを統合 したシステム構築を行った.更 に

そのシステムを実際の講義で運用 し,学 生に評価実'

験を行い,そ の結果を報告 した.携 帯電話を利用す

ることについては,学 生には概ね好意的な回答であ

った.但 し,パ ッケ ト通信料は学生負担 となるのだ

が,そ の点に関する意見は,賛 成意見も反対意見も

ほぼ半数であった.現 在のシステムでは,一 回の講

義で約2円 程度であり,1講 義当た り約30円 である.

しかし,全 ての講義でこのシステムを導入するとs

学生の負担は無視できないもの となる.そ の意味で

も,パ ケット通信量削減を含めτ,こ の点は再考す

る必要があると思われる.し か し,こ のような負の

部分を含めても,携 帯電話を利用するシステムには

それに余る将来め可能性を秘めてお り,そ の意味で

本システムは,教 育システムの新 しい可能性を与え

得ると考える.
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